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日時：平成10年10月6日

会場：JA東京あおば　石神井支店

キャベツの碑建立実行委員会



キ
ャ
ベ
ツ

練
馬
の
甘
藍

キ
ャ
ベ
ツ
が
練
馬
丸
根
に
代
わ
り
練
馬
区

特
産
物
に
な
っ
た
の
は
、
多
年
の
連
作
障
書
に
“

よ
り
練
馬
大
根
の
栽
培
が
困
艶
に
な
っ
た
昭
和

人
年
頃
か
ら
で
あ
る
。

キ
ャ
ベ
ツ
生
産
者
は
幾
多
の
障
害
を
、

施
術
の
向
上
・
偉
良
系
統
の
遽
故
な
ど
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
で
見
服
し
、
練
馬
区
は
全
回
で
も
有
数

の
生
産
地
と
な
り
、
都
市
農
業
の
礎
を
築
い
て

き
た
。昭

和
四
十
八
年
高
騰
す
る
消
費
者
物
価
を
抑

刺
し
、
都
民
に
新
鮮
で
妥
仝
な
野
菜
を
妥
定
供

給
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
泉
京
都
は
　
「
東
京
ふ

る
さ
と
野
菜
供
給
事
業
」
を
練
馬
・
石
神
井
・

大
泉
の
各
農
業
協
同
組
合
と
の
間
で
締
結
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
事
業
は
東
京
都
全
体
に
広

勺
、
生
産
者
も
増
加
し
初
見
慮
・
秋
冬
産
の

二
回
の
東
京
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
東
京
都
や
尭
卸

市
場
で
不
動
の
地
位
を
得
て
、
今
日
ま
で
都

の
食
生
活
に
大
き
く
す
赦
し
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
東
京
ふ
る
さ
と
野
菜
供
給
事
案
こ

十
五
周
年
を
記
念
し
て
、
練
馬
区
の
特
産

「
キ
ャ
ベ
ツ
」
を
後
世
に
伝
え
、
生
産
者
の

を
称
え
る
た
め
、
甘
藍
の
碑
を
建
立
す
る
も
の

で
あ
る
。

辛
戌
十
年
十
月
昔
日

キ
ャ
ベ
ツ
の
碑
建
阜
冥
行
委
員
会
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昭
和
四
十
人
年
に
、
練
馬
・
石
神
井
・
大
泉
の
農
業
協

同
組
合
と
東
京
都
の
間
で
締
結
さ
凍
た
「
東
京
ふ
る
さ

と
野
菜
供
給
事
業
」
の
二
十
五
周
年
を
記
念
し
て
当
地

1
A
東
京
あ
お
ば
石
神
井
支
店
に
「
甘
藍
の
埠
」
を
建
立

で
き
大
勢
の
皆
様
の
ご
臨
席
の
も
と
式
典
が
執
り
行
、
見

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

練
馬
の
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
稗
史
に
も
あ
る
と
お
り
練
馬

大
根
に
か
わ
り
昭
和
二
十
五
年
か
ら
導
入
さ
れ
二
十
八

年
に
は
作
付
け
が
百
人
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及
び
都
内

最
大
の
キ
ャ
ベ
ツ
産
地
へ
と
発
展
し
、
平
成
二
年
大
息

陛
下
の
ご
即
位
に
伴
う
大
嘗
祭
に
は
魔
境
れ
代
物
の
ひ

と
つ
と
し
て
練
馬
の
キ
ャ
ベ
ツ
が
供
納
さ
れ
る
な
ど
、

全
国
的
に
も
有
数
の
産
地
と
し
て
市
場
か
ら
も
帝
佃
を

得
て
い
ま
す
。

こ
の
記
念
碑
は
、
こ
の
よ
う
な
練
馬
区
に
お
け
る
農

業
の
歴
史
を
末
永
く
子
や
孫
た
ち
に
伝
え
、
練
馬
の
歴

史
に
さ
ん
然
と
輝
く
農
業
の
存
在
を
包
蔵
し
て
も
ら
う

ば
か
り
か
、
こ
の
地
を
詣
れ
る
人
達
に
、
国
民
の
食
生
活

を
守
っ
て
き
た
農
家
の
ひ
た
む
き
な
努
力
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
建
立
し
た
も
の
で
、
多
く
の
人
々
の
日

に
触
れ
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
残
し
て
ゆ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

最
後
に
、
記
念
碑
の
建
立
に
あ
た
り
関
係
者
並
び
に

各
行
政
鶴
間
等
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
年
十
月
大
日

キ
ャ
ベ
ツ
の
碑
建
立
実
行
委
員
合

音
長
野
古
雅
怖
鬼
－



陶
的
陶
陶

一
　
千
成
人
年
十
月
　
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
の
埠
建

立
に
つ
い
て
、
生
産
者
代
表
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
る
。

二
　
キ
ャ
ベ
ツ
の
碑
建
阜
検
討
委
員
会
の
開
催

辛
成
人
キ
十
二
月
四
日
に
第
一
回
日
の
検
討
委
員
会
を
各
地

区
生
産
者
代
表
に
ょ
り
開
催
し
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
卑
建
立
の
趣
旨

等
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

そ
の
後
二
回
の
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
埠
建

立
及
、
び
実
行
委
員
会
の
設
置
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

三
　
キ
ャ
ベ
ツ
の
卑
建
立
実
行
委
員
会
の
開
催

平
成
九
年
二
月
十
七
日
に
設
立
準
備
会
を
開
催
し
、
実
行
委

員
合
の
規
約
・
委
員
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

三
月
十
日
に
、
建
立
に
つ
い
て
岩
波
練
馬
区
長
に
も
協
力
を
求

め
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

三
月
十
四
日
に
は
幹
事
会
の
開
催
を
経
て
三
月
二
十
七
日
に

第
l
回
キ
ャ
ベ
ツ
の
卑
建
立
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、
キ
ャ
ベ

ツ
の
埠
建
立
に
つ
い
て
議
決
を
行
っ
た
。

そ
の
後
幹
事
会
で
浦
、
軍
市
の
　
「
漁
業
記
念
公
園
　
記
念
碑
」

の
視
察
を
行
い
、
七
月
二
十
八
日
の
第
二
回
実
行
委
員
会
で
建

立
場
所
を
1
A
東
京
あ
お
ば
石
神
井
支
店
前
駐
車
場
に
決
定
す

0

実
行
委
員
合
六
回
・
幹
事
会
五
回
を
開
催
し
検
討
を
行
っ
た
。

千
曳
九
年
十
一
月
六
日
に
こ
社
に
ょ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
絞
り
込
み
を
行
い
、
十
二
月
十
日
の
実
行
委
員
会

で
　
（
殊
）
　
コ
ト
ブ
キ
の
　
「
甘
藍
の
碑
」
　
に
原
案
を
決
定
し
た
。

四
　
キ
ャ
ベ
ツ
の
碑
建
立

実
行
委
員
合
で
、
全
体
の
像
・
碑
文
等
の
検
討
・
決
定
を
受

け
て
、
六
月
二
十
三
日
に
キ
ャ
ベ
ツ
　
（
錦
秋
）
　
よ
り
型
を
取
り

オ
ブ
ジ
ェ
の
作
成
に
取
り
か
か
り
、
人
月
二
十
四
日
に
は
、
絵

の
彫
り
込
み
を
開
始
し
、
つ
づ
け
て
稗
史
及
び
裏
面
の
氏
名
の

彫
り
込
み
へ
進
み
、
人
月
二
十
六
日
に
は
碑
の
彫
り
込
み
の
状

況
を
確
認
す
る
た
め
事
務
局
が
エ
場
を
葛
ね
た
。
そ
の
後
九
月

一
日
に
は
、
現
地
に
お
い
て
関
係
者
を
集
め
て
キ
ャ
ベ
ツ
の
卑

建
立
地
鎮
祭
を
執
り
行
い
、
九
月
十
六
日
か
ら
は
組
立
が
始
ま

り
、
本
日
十
月
六
日
除
幕
式
を
地
元
氷
川
神
社
宮
司
に
お
願
い

し
開
催
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
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